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大学共同利用機関法人 情報システム研究機構 国立遺伝学研究所 
Research Organization of Information and Systems National Institute of Genetics 

1111 Yata, Mishima 411-8540, Japan URL: http://www.nig.ac.jp/ 
 

国立遺伝学研究所研究材料等提供・移動同意書 

 

国立遺伝学研究所（以下「提供者」という。）は、我が国および国際社会におけるライフサ

イエンス分野の研究開発及びその実用化の発展のために、生物遺伝資源（以下「本件リソー

ス」という。）の提供を行っている。 

本件リソースには、本件リソースの複製物、改変物、及び改変物より派生した派生物も含む。 

本件リソースは、研究目的及び非営利研究の目的で使用するに限り提供をする。 

利用者とその機関は、本件リソースを利用するにあたり、以下のことに同意する。 

 

本件リソース名                  （詳細は別紙リスト） 

 利用者は、本件リソースを、次の研究課題に利用する。 

  研究課題名                                                    

  1. 利用者は本件リソースを上記の目的以外の用途に使用するときには、提供者か

ら文書による同意を得る。 

2. 利用者は、本件リソースを、ヒト（治療、診断、飲食物、その他）に直接使用して

はならない。 

3. 利用者は、本件リソースを利用した研究結果等を発表する際は、「国立遺伝学研究所」

から提供されたことを明示する。また、その成果発表物一部を提供者に提出するも

のとする。 

4.  利用者が本件リソースを用いて行った試験・研究の実施により、発明または考案を

行った場合、その発明に係る知的財産権（出願権を含む。）は、提供者と利用者が協

議して決定する。 

5.  利用者は、本件リソースが、危険な特性等を有している可能性があること、あるい

は特定の目的に合致しているとは限らないことを認識し、本件リソースの利用によ

って損失が生じた場合は、提供者は何ら責を負わない。 

6. 本件リソースは、利用者と上記の研究課題に携わる共同研究者が同一の研究課題の

範囲内で利用することができる。ただし、利用者は本件リソースを第三者へ転売又

は譲渡し、あるいは上記以外の第三者に利用させることはできない。ここでいう「譲

渡」とは知的所有権、実施権等の全ての権利の移動あるいは移転ないし引き渡しを

含む。 

7. 本同意は、本件リソースに関する商業的ライセンスを含むその他の実施権等を利用

者へ与えるものではない。 

8. 利用者は本研究課題が終了した場合、利用者が保管している本件リソースおよび本

件リソースに関する物質を利用者の責任において速やかに廃棄する。 
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9. 利用者は、本件リソースの使用が第三者の知的所有権やその他の権利を侵害してい

た場合、利用者の責任によって対応する。 

本件リソースは、関連する日本の法令及びガイドライン「遺伝子組換え生物等の使

用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」（平成 15年法律第 97号）、「動

物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律」（平成17年法律第68号）、「動

物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（平成 18年環境省告示第 88 号）、

「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（平成 18年文部科学省

告示第 71号）「ライフサイエンス分野におけるリサーチツール特許の使用の円滑化

に関する指針」（平成 19年 3月 1 日総合科学技術会議）および「遺伝子関連発明の

ライセンス供与に関する OECD ガイドライン」等によって認められる範囲内の研究環

境、実験条件、あるいは、国の法令等によって認められる範囲内で取り扱わなけれ

ばならない。なお、当該法令等に基づく手続きが必要な場合には、利用者及び提供

者が当該法令等に従ってその手続きをしなければならない。 

 

10. 利用者は、別途添付する「野生イネ分譲添付書」（Appendix.1）に記載されている

事項を遵守する。 

11. 利用者は、本件リソースの提供における輸送段階での事故の処理については、速や

かに双方で別途協議し処理する。 

12. 利用者が本同意書に違反したとき、提供者は、以後、利用者による本件リソース及

び提供者の他のリソース利用を停止することができる。 

13. 本同意に定めのない事項及び本同意の履行について疑義を生じた内容については、

双方が協議し円満に解決を図る。 

14. 本件リソース提供にあたり実費を徴収する。実費額の詳細に関しては、別途記載す

る。 

15. 本同意の履行における疑義について円満な解決が見込まれない場合、東京地方裁判

所において協議する。 

16. 本同意書は本件に関する完全な了解事項を含み、且つ過去の全ての書面又は口頭に

よる了解事項に優先する。 

 

  以上により、同意書２通を作成し、提供者、利用者それぞれ１通を所持する。 

 

                             2019 年  月  日 
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提供者                     

 

機 関 名： 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所 

住   所： 411-8540 静岡県三島市谷田１１１１ 

研究担当者： 植物遺伝研究室 教授 佐藤 豊       印  

研究責任者： 植物遺伝研究室 教授 佐藤 豊       印 

 

知的財産権担当責任者： 産学連携・知的財産室 室長 鈴木睦昭   印 

                  

利用者 

機 関 名：   

住   所：  

研究担当者：                                   印 

研究責任者：                                      印 

  

知的財産権担当責任者：                        印

Sam
ple



         Form 3  No.(R2018-  ) 

 4 

Appendix. 1 

分譲系統使用上のお願い 
 

大学共同利用機関法人 

情報・システム研究機構 

国立遺伝学研究所 

生物遺伝資源センター 

植物遺伝研究室 

 

お送りする系統のご使用にあたっては、下記の点をご理解の上、ご協力をお願いします。 

１）   分譲系統を用いて論文を発表なさった場合は、別刷りを郵送、もしくは pdf を電子メール 

（hfuruumi@nig.ac.jp）にてお送りいただくようお願いいたします。お送りいただいた情報は、遺伝研の保

有するイネ遺伝子資源の重要性を示す資料として、また永続的な遺伝子資源保存事業を実現するた

めに活用させていただきます。必要に応じ、イネ統合データベース Oryzabase などで本事業の成果と

して公表させていただく場合もありますので予めご了承ください。 

２）  野生イネ保存事業は、遺伝研および文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト (NBRP)支援に

より推進されています。発表論文には、謝辞などに下記のような文章を加えて頂きますようお願いいた

します。 

 

<日本語> 本研究で用いた野生イネは、国立遺伝学研究所植物遺伝研究室および文部科学省ナショナル

バイオリソースプロジェクト（NBRP）より分譲を受けた。 

<英語> The wild rice accessions used in this study were distributed from the National Institute of Genetics 

supported by the National Bioresource Project (NBRP), MEXT, Japan. 

 

３）  「国立遺伝学研究所研究材料等提供・移動同意書（MTA）」の内容を遵守してください。締結時の    

使用目的とは異なる目的で使用したい場合には必ず当研究室までご相談ください。 

４）   配布を受けた遺伝資源から利益が生ずる場合は、国際条約および国際的に認められたガイドライン 

に従い、当該遺伝子資源の原産国の主導的権利を尊重します。 

５）   種子分譲は原則として１系統につき５粒です。５粒以上必要な場合は増殖してお使いください。 

６）   すべての野生イネ系統は、同一個体から採種した種子であっても遺伝的に非常に多種であり、系統 

内で形質が分離する可能性があることをご承知おき下さい。上記の理由で生じる混乱を避けるため、

お配りした系統は派生系統として扱っていただき（W000-X と枝番を振る）、その旨を論文等で明記して

ください。 

７）   B,C ゲノムの野生イネ系統の一部につきまして、異なる倍数性を持つ個体が同一系統に含まれるなど、

分類上の混乱が認められたため、現在、染色体数の確認などに基づく系統分類の再評価を行っており

ます。お送りした系統の種分類に疑義がございましたら、お手数ですが担当者までご一報下さい。 

８）   当研究所保有の 0.rufipogon は一年生（=O.nivara）､多年生、および雑種型（一年生・多年生・栽培イネ

の相互交配型）を含みますのでご注意ください。    
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別紙リスト 
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